
，
 

毎

号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い。 
き
っ

と
お
役
に
立ち
ま
す。
 

そ
れ
 

シ
ュ
ー
ト
 ！

・
 

《
 

＋
月
十
日
、
市
民
体
育
館
と
南
小
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
わ
た
「
青
森

県
幼
年
サ
ッ
力
ー
大
会
」
に
は
、
県
下
か
ら
一
一
十六
チ
ー
ム
の
幼
稚
園
児

が
参
加
。
本
格
的
な
ル
ー
ル
に
、
豆
選
手
た
ち
は
、
真
剣
そ
の
も
の
。
 

「や
っ
た
ァ
」
な
ど
、
父
兄
の
大
き
な
声
援
で
、
館
内
は
大
い
に
沸
き

返
り
ま
し
た
。
 

I 1, INQ794 
9月30日現在（ ）内は前回比、男 23,679 (- 1）女 26,280 (-9）計49,959 (-10）世帯16,781( 3) 

人口と世帯 

発行五所川原市役所／編集企画調整課〒037 五所川原市字岩木町12番地合閥35- 2111番 

シンボルマーク 平成5年 

n斗nu 
h
一

瞥
品

川

年

一

一町

5
唱
臨
調
醐

ω

F品
川女男回前内

シンボルマーヲ

広報
|人口と世帯|

9月30日現在 (

毎
月
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き

っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

唱ぞ
ンれ

十
月
十
日
、
市
民
体
育
館
と
南
小
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

「青
森

県
幼
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
に
は
、
県
下
か
ら
二
十
六
チ
ー
ム
の
幼
稚
園
児

が
参
加
。
本
格
的
な
ル
l
ル
に
、
豆
選
手
た
ち
は
、
真
剣
そ
の
も
の
。

「ゃ
っ
た
ア
」
な
ど
、
父
兄
の
大
き
な
声
援
で
、
館
内
は
大
い
に
沸
き

返
り
ま
し
た
。
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人
件

費
の
状
況
 

平
成
四
年
度
普
通
会
計
決
算

見
込
み
に
よ
る
人
件
費
の
状
況

は
「
表
1
」
の
通
り
で
す
。
ま

た
、
平
成
五
年
度
普
通
会
計
当

初
予
算
に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、
 

一
般
職
員
の
給
与
費
は
円
グ
」
フ

フ
の
と
お
り
で
す
。
 

職
員
給
与
の
状
況
 

（給
料
）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 

(
 

（
注
）
 

1
 
職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

3
 
そ
の
他
の
手
当
は
、扶
養
、
 

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
 
（
退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
 「表
 

2
」
の
と
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、
 

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。
 

●

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
のと
お
り
で
す
。
 

（
諸
手
当
）
 

●

期
末
・
勤
勉
手
当
（
い
わ
ゆ

る
ボ

ー
ナ
ス
）
は
、
国
と
同
じ

で
年
五
・
四
五
カ
月
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

●

時
間
外
勤
務
手
当
（
超
過
勤

務
手
当
）
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。
 

以
上
、諸
手
当
の
状
況
は
「表
 

5
」
の
と
お
り
で
す
。
 

〔表1〕人件費の状況（普通会計） 

区 分 
住
台
4
 

民
帳
年
 
基

人
度
 
本
口

末
 

歳出額 

A 
実質収支 
人
 
費

件

B
  

人件費率 

(B/A) 
平成 3 年度

の人件費率 

5.3.31現在 千円 千円 千円 % % 4年度 人 
見 込 49,664 18 ,938 ,432 234,040 3,136,983 16.6 17 .3 

＠人件費には，特別職に支給される給料、報酬が含まれています。 

職員給与費の状況（普通会計） 

職員一人当たり給与費 616万円 

一
市
職
員
の給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

〔表 3〕一般行政職員の学歴別の初任給及び 
経験年数別平均給料月額の状況 

（平成 5年4月 1日現在） 

区 分 初 任 給 
採用 2 年 
経 過 日 
給 料 額 

経 	験 	年 	数 
10年以上 

15年未満 
15年以上 

20年未満 
20年以上 

25年未満 

大学卒 161 ,400円 174 ,600円 239,821円 283,890円 366,724円 

高校卒 131 ,90(〕円 141 ,000円 195,857円 。
ノ
一
 
。

J
 

[
h
J
 
Q

。
  

3
 

,
 
4
 

円
  

L
  

305,975円 

〔表2〕ー般行政職員の
平均年齢及び平均給料 

月額の状況 
（平成5年4月 1日現在） 

区 	分 五所川原市 国 

平 均 年 齢 43.3歳 38.7歳 

平均給料月額 306,975円 284,003円 

'I 

〔表4〕一般行政職員の級別職員数の状況 
	

（平成 5年4月1日現在） 

区 分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 	級 計 

標
職
 
準

務
 
的
内
 
な

容
 

部 長 参 事 課 長 
課
補
 
長
佐
 

副主幹 係 長 主 任 主 事 主 事 
/

/ 
職 員 数 13人 12人 55人 41人 62人 50人 51人 40人 10人 334人 

構 成 比 3.9% 3.6% 16.4% 12.3% 18.5% 15.0% 15.3% 12.0% 3.0% 100% 

⑧標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。 

平成5年11月1日 2 

市
職
員
の
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
件
費
の
状
況

平
成
四
年
度
普
通
会
計
決
算

見
込
み
に
よ
る
人
件
費
の
状
況

は

「衣
1
」
の
通
り
で
す
。
ま

た
、
平
成
五
年
度
普
通
会
計
当

初
予
算
に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、

一
般
職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

人件費の状況(普通会計)

住民基本 歳 出 額 人 件 jJi:人件費，ュ終 平成3年度
区 分 台帳人度口 災質収支

(4年末) A B (B/A) の人件費率

4年度
5.3.31現在 千円 千円 千円 0ノ。 % 

人
見 込 49.664 18，938，432 234，040 3，136，983 16.6 17.3 

〔表 1) 

⑧ 人件費には、特別職に支給される給料.報酬が含まれています。

職員給与費の状況(普通会計)

(
注
)

1

職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。

2

給
与
費
及
び
職
員
数
は
、

当
初
予
算
に
計
と
さ
れ
た
も
の

で
す
。

3

そ
の
他
の
手
当
は
、
扶
養
、

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。

(退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
)

職
員
給
与
の
状
況

-H議
員

足長
室料
ーな ) 

耳銭
種
で
あ

る

一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、

「表

2
」
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、

一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
固
と
同
じ
で
す
。

・
職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
賀

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は

「表
4
」
の
と
お
り
で
す
。

〔表 2)一般行政職員の
平均年齢及び平均給料

月額の状況
(平成5年 4月1口現在)

五所川原市

職員一人当たり給与費 616万円

〔表3) 

(平成5年 4月 1日現在)

区 分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 百十

標準的な
部 長 参事 課長

課長
高IJ主幹 係長 主任 主事 主 事 / 職務内 容 補佐

職 員 数 13人 12人 55人 41人 62人 50人 51人 40人 10人 334人

構成比 3.9% 3.6% 16.4% 12.3% 18.5% 15.0% 15.3% 12.0% 3.0% 100% 

一般行政職員の級別職員数の状況〔表4)

(諸
手
当
)

-
期
末

・
勤
勉
手
当

(
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
)
は
、
固
と
同
じ

で
年
五

・
四
五
ヵ
月
分
と
な

っ

て
い
ま
す
。

⑧ 標準的な職務内容とは‘それぞれの級に該当する代表的な職名である。

-
退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
自
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

-
特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
時
間
外
勤
務
手
当

(超
過
勤

務
手
当
)
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

-
扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、

支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。

以
上
、諸
手
当
の
状
況
は
「表

5
」
の
と
お
り
で
す
。

2 平成 5年11月1日



〔表6〕特別職の報酬等の 
状況 

（平成5年4月1日現在） 

区
 

分
 

給料（報酬） 

月額 
期 末 手 当 

市
 

長
  

785 ,00(〕円 

（支給割合） 

6月期 1.6 月分 

12月期 2.1 月分 

3月期 0.55月分 

計 	4.25月分 

加算措置 	有 

助
 

役
  

655,000円 

収
入
役
 
 

590,000円 

議
 

長
  

390,000円 

副
議

長
  

350,000円 

議
 

員
 

認5,叩0円 

3 平成 5年11月1日 

〔表5〕職員手当の状況 

巨 分 五 国 

〔 4年度支給割合〕 
期末手当 	勤勉手当 

〔4年度支給割合〕 
期末手当 	勤勉手当 

期 末 手 当 
6 	月 	期 	1.6 	月分 	0.6 	月分 

12 	月 	期 	2.1 	月分 	0.6 	月分 

6 	月 	期 	1.6 	月分 	0.6 	月分 
12 	月 	期 	2.1 	月分 	0.6 	月分 
3 月 期 	0.55 月分 	ー 

勤 勉 手 当 
3 月 期 	0.55 月分 	ー 

計 	 4.25 月分 	1.2 	月分 計 	 4.25 月分 	1.2 	月分 

讐芭共？撃些鰹鷲0) 	 有 
雲露，l- 1- ス」ln宵土井冊 

讐き共P撃些燕禦） 	 有 
雲島，l, h7、カp質土井暑 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 

勤続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 勤続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 

勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 
勤続 35 年 	47.5 	月分 	62.7 	月分 勤続 35 年 	47.5 	月分 	62.7 	月分 

退 職 手 当 高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 
1人当たり 	亡亡。亡イ一「” 	。，七「1,一「11 嘉盆呈紘話 	F,525千円 	')1, ZZA千円 平均支給額 	、J , .JL.,J I ロ 	h.I ,00* I FJ 

高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 

その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 
退職時 	 （2%-20％加算） 退職時 	 （2% -20％加算） 

特別昇給 	 原則 2 号給 特別昇給 	 原則 1号俸 

⑩退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

特

手
 
？
‘
腎
 

務

当
 

八
、
、

ー
  

“
 轟
 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 12.3% 

支給対象職員1人当たり平均支給年額 44,548円 

手 	当 	の 	種 	類 （手当数） 6 

代表的な

手当の名称 

支 給 額 の 多 い 手 当 社会福祉手当 

多くの職員に支給されて
い る 手 当 社会福祉手当 

時
間
外
勤
務
手
当
  

（
普通
会
計
）
 
 

4

年
度
 

支 給 総 額 57,012千円 

職員1人当たり
支給総年額 150千円 

3

年
度
 

支 給 総 額 56,887千円 

職員1人当たり
支給総年額 

149千円 

（平成5年4月1日現在） 

区
 
分
 

内 	 容 
国の制度

との異同 

国の制度と

異なる内容 

扶
 
養
 
手
 

当
 

配 	偶 	者 16 ,00〕円 

同
  

一
 

 

配
 
偶
 
者
 

以
 
外
  

1人目 

配偶者有 5, 50(〕円 

配偶者無 11,000円 

2 人 目 5, 5(X）円 

3人目以上 1,000円 

住
 
居
 
手
 

当
 

借 家（借間） 

限度額 26,000円 

持 家 	1,000円 

（ただし、新築又は購入後5年ま 

では2,500円） 

同
  

一
 

 

通
 
勤
 
手
 

当
 

交通機関利用者 

限度額 45,000円 

交通用具利用者 

限度額 20, 90(〕円 

同
  

一
 

 

〔表 5)職員手当の状況

区 分 五 所 }II !点 市 国

[4年度支給割合〕 [4年度支給割合〕

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手 当
6 月 期 1.6 月分 0.6 月分 6 月 j制 1.6 月分 0.6 月分

12 月 期 2.1 月分 0.6 月分 12 月期 2.1 月分 0.6 月分

勤勉手 当
3 月 期 0.55月分 3 月 期 0.55月分

高十 4.25月分 1.2 月分 百十 4.25月分 1.2 月分

繊細l上の段|佐職務の
有

職制上の段階.職務の
有

級等による加算十昔燈 級等による加算措置

[支給率〕 自己都合 勧奨・定年 〔支給率] 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.0 月うま 28.875月分 勤 続 20年 21.0 月分 28.875月分

勤続 25年 33.75月分 44.55月分 勤 続 25年 33.75月分 44.55月分

勤続 35年 47.5 月うテ 62.7 月分 勤 続 35年 47.5 月分 62.7 月分

j昼 職手当
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分 段高限度額 60.0 月分 62.7 月分

1人当たり 5，525千円 21，554千円
平幼支給額

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措世

退職時 (2%-20%加算) 退職時 (2%-20%加算)

特別昇給 原則 2号給 特別昇給 原則J 1号俸

② 退職手当の 1人当たり平均支給額は.前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

区 分

特殊勤務 職員全体に占める手当支給職員の割合

手 当 支給対象職員 1人当たり平幼支給年額

(~年度)
手当の種類(手当数)

普通会計 代表的なl支給額の多い手当

区

分

市

長

切J

役

収

入

f会

議

長

届IJ

議

長

議

員

手当の名称|衣 tZT2支給されて

〔表 6)特別職の報酬等の
状況

(平成5年 4月 1日現在)

給料(報酬)
期末手当

月額

785，000円

655，000円
(支給割合)

6月期 1.6月分

590，∞0円
12月期 2.1月分

3月期 0.55月分
390，αm円

言十 4.25月分

350，∞0円
加算措置 有

325，∞0円

3 平成5年11月 l日

全職種

12.3% 

44，548P:j 

6 

社会福祉手当

社会福祉手当

日寺 4 支給総額 57，012千円
r"'l 年

吾務外勤
1隻

職員給1人当たり 150千円
支 総 年 額

通会手当
3 支給総額 56，887千円

年
言十

度
職員給1人当たり 149千円
支 総年額

(平成5年 4月 1日現在)

区 国の制度 国の制度 と
内

，廿プ与・

異なる内容分 との呉同

自己 イ偶 者 16，∞0円

扶

配偶者有 5，500円

養
西日

1人目

偶 配偶者無 11 ，000円 同

手 者

以
2 人目 5，500円

当

外
3人目以上 1，000円

住
借 家 (借間)

居
限度額 26，000円

持家 1，000円 同
手

(ただし、新築又は購入後 5年 ま

当
では2，500円)

通 交通機関利用者

liilJ [1艮度額 45，000円
JPJ 

手 交通用具利用者

当 限度額 20，900円



天
皇
家
献
上
米
の
稲
刈
り
 

私
の
風
景
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「若
葉
の
い
ち
ょ
う
並
木
」
 

私
が
現
在
住
ん
で
い
る
所
は
、
 

草
木
が
多
く
、
鳥
達
が
さ
え
ず
り
、
 

と
て
も
住
み
よ
い
環
境
を
イ
メ
ー
 

ジ
さ
せ
る
「
若
葉
」
と
い
う
町
名

で
、
私
自
身
と
て
も
気
に
い
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
「
若
葉
」
の
歩
道

に
は
、
い
ち
ょ
う
の
木
が
植
え
ら
 
 れ

て
お
り
、
そ
の
静
か
に
根
付
い

た
、
い
ち
ょ
う
並
木
が
私
の
好
き

な
風
景
の
ー
つ
に
な
っ
て
い
る
。
 

十
月
に
入
る
と
、
こ
こ
ろ
な
し
か

黄
色
く
色
付
き
始
め
、
控
え
目
で

は
あ
る
が
私
達
に
季
節
感
の
贈
り

物
を
届
け
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
 

落
葉
と
な
っ
て
歩
道
を
覆
う
頃
に

な
る
と
、
朝
早
く
か
ら
近
所
の
方

々
が
、
所
々
に
落
葉
の
小
山
を
作

り
始
め
る
。
そ
ん
な
風
景
を
見
な

が
ら
子
供
達
は
自
然
と
、
自
分
達

の
住
む
回
り
の
環
境
美
化
や
、
丑
（
 

同
生
活
の
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
く

の
だ
ろ
う
。
つ
く
づ
く
自
然
が
我

々
に
発
信
す
る
、
無
言
の
メ
ッ
セ
 

ー
ジ
の
重
要
性
を
感
ぜ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た

は
今
、
ど
ん
な
風
景
の
中
に
お
住

ま
い
で
す
か
。
 

,
 

市
内
飯
詰

・
福
泉
の
、
賀
谷
吉

夫
さ
ん
方
の
水
田
で
、
新
嘗
祭
献

穀
の
田
植
え
が
行
わ
れ
た
の
は
、
 

今
年
の
五
月
二
十
八
日
。
残
念
な

こ
と
に
、
冷
夏
に
よ
る
不
作
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
十
月
十

四
日
、
せ
め
て
献
上
の
、
 一
・
五

キ
ロ
で
も

ー
と
、
白
装
束
に
身
を

包
ん
だ
早
乙
女
の
、
花
田
綾
子
さ

ん
、
成
田
恭
子
さ
ん
、
舘
山
恵
さ

ん
達
は
、
 一
株
、
 一
株
を
、て
い

ね
い
に
刈
り
と
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

追
い
風
が
悪
者
と
な
る
ホ
ー
ム
ラ

ン
 

峰
 

ラ
イ
バ
ル
を
酒
に
誘
っ
て
旺
を
読

む
 

ぶ
ん
じ
 

王
様
の
夢
は
自
由
な
一
人
旅
 

ふ
み
を
 

す
ぐ
人
を
信
じ
て
苦
労
の
徴
が
ふ

え
 

長
一
朗
 

今
朝
も
ま
た
安
心
が
あ
る
母
の
声
 

蛙
痴
郎
 

妻
の
目
が
ず
ば
り
核
心
衝
い
て
く

る
 

草
 
林
 

茶
柱
に
占
っ
て
出
る
母
の
旅
 

一
 
閃
 

期
待
の
「
ム
ツ
ホ
マ
レ
」
 

一
 
戸
 

香
都

江

さ
ん
 

だ
っ
た
の
に

ー
 

（
市
内若
葉

一
丁
目
三
の
十
八
）
 

平成 5年11月 1日 4 

曾
意
の
花
か
④
 

＠
社
会
福
祉
へ
 

〇
照
秀
会
五
所
川
原
支
部
（
生駒
秀
京
代
表
）廿
第
＋
六回
チ
ャ2
プ
ィー
発
表会
益
金
、
 

 
七
万
三
千
七
百
六
十
六
円
。
 

〇
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
 

ひ
と
み
を
観
る
会
実
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藤
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廿
人
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入
場
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の
一
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千
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現
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で
い
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は
、

草
木
が
多
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、
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達
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え
ず
り
、
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イ
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せ
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と
い
う
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で
、
私
内
身
と
で
も
気
に
い

っ
て

い
る
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葉
」
の
歩
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に
は
、
い
ち
ょ
う
の
木
が
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え
ら

れ
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お
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、
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静
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に
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、
い
ち
ょ
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木
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の
好
き
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風
景
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
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十
月
に
入
る
と
、
こ
こ
ろ
な
し
か

黄
色
く
色
付
き
始
め
、
控
え
目
で

は
あ
る
が
私
達
に
季
節
感
の
贈
り

物
を
届
け
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、

落
葉
と
な

っ
て
歩
道
を
覆
う
頃
に

な
る
と
、
朝
早
く
か
ら
近
所
の
方

々
が
、
所
々
に
落
葉
の
小
山
を
作

り
始
め
る
。
そ
ん
な
風
景
を
見
な

が
ら
子
供
達
は
自
然
と
、
自
分
達

の
住
む
同
り
の
環
境
美
化
や
、
共

同
生
活
の
ル

l
ル
を
学
ん
で
い
く

の
だ
ろ
う
。
つ
く
づ
く
自
然
が
我

々
に
発
信
す
る
、
無
言
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
重
要
性
を
感
ぜ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た

は
今
、
ど
ん
な
風
景
の
中
に
お
住

ま
い
で
す
か
。
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の
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穀
の
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植
え
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行
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の
は
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の
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二
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こ
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冷
夏
に
よ
る
不
作
と
な
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し
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い
ま
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、
せ
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五
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も
|
と
、
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装
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に
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包
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成
田
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、
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山
恵
さ

ん
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は
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一
株、

一
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を
、
て
い

ね
い
に
刈
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と

っ
て
い
ま
し
た
。
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の
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「
一
十
 

錦
町
青
矢
ム
が結
成
さ
れ
た
の
は
、
十
二
年
前
。
 

現
在
会
員
は
、
四
十
八
名
。
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
 

町
内
会
で
行
う
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
、
子
供

会
の
育
成
・
指
導
等
を目
的
に
結
成
さ
れ
た
同
会
は

毎
月
、
意
欲
的
に
各
事
業
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

昨
年
の
二
月
、
健
康
が
第

一
と
、
町
内
の
内
科
医

師
を
講
師
に
、
成
人
病
予
防
の
健
康
講
座
を
開
き
好

評
で
し
た
。
三
月
、
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
。
四
月
、
税

務
講
座
。
五
月
、
花
見
会
。
六
月
、
大
運
動
会
。
八

月
、
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
参
加
、
み
こ
し
運
行
、
 

納
涼
祭
。
十
月
、
山
の
会
、
河
川
ま
つ
り
豚
汁
サ
ー
 

ビ
ス
協
力
。
十

一
月
、
ト
ラ
ン
プ
大
会
。
十
二
月
、
 

町
内
の
久
須
志
神
社
奉
納
も
ち
つ
き
、
と
多
彩
。
 

「要
請
が
あ
れ
ば
、
町
内
で
の
不
幸
の
際
は
、
通

夜
、葬
式
な
ど
青
年
会
の
揃
い
の
ハ
ン
テ
ン
を
着
て
、
 

率
先
し
て
お
手
伝
い
に
行
き
ま
す
。
み
ん
な
仲
よ
く

楽
し
く
暮
ら
せ
る
町
内
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。
青
年

会
の
行
事
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
家
族
の
協
力
が

大
事
で
す
か
ら
、
家
族
交
流
の
場
を
多
く
も
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
会
長
の
七
戸
敏
夫
さ
ん
。若
さ
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
 

奉納もちつき 

「仲
よ
く
、
楽
し
く
」
 

錦
町
青
年

会
 

火まつ‘ア＼参加 

声

笥
⑩
ホ

淀
労
 

ホ
ウ
セ
ン
カ
っ
て
、
可
愛
い
い
花
で
す
ね
。
若
い
頃
か
ら
大
好
き

で
、
こ
う
し
て
毎
年
庭
で
育
て
て
い
ま
す
。
肥
料
は
、
あ
ま
り
多
く

や
る
と
、
枝
が
多
く
な
っ
て
重
い
感
じ
に
な
る
よ
う
で
す
。
茎
が
、
 

ミ
ズ
に
似
て
、
透
き
通
っ
て
き
れ
い
で
す
ね
。
花
は
、
葉
の
陰
に
、
 

赤
、
白
、
ピ
ン
ク
、
紫
な
ど
、
下
向
き
に
、
プ
ラ
ン
プ
ラ
ン
と
、
二
、
 

三
十
コ
咲
き
ま
す
。
秋
に
、
実
が
熟
し
て
く
る
と
、
。ハ
チ
ン
と
音

を
た
て
る
よ
う
に
種
が
は
じ
け
て
飛
ぶ
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
又
、
翌

年
芽
を
出
し
て
、
夏
か
ら
秋
ま
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。
 

葛西 紀さん 

（ーツ谷） 

ホウセン力 

、
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「ホ
ウ
セ
ン
カ
」

(鳳
仙
花
)

葛西 紀 さん

(ーツ谷)

ホ
ウ
セ
ン
カ
っ
て
、
可
愛
い
い
花
で
す
ね
。
若
い
頃
か
ら
大
好
き

で
、
こ
う
し
て
毎
年
庭
で
育
て
て
い
ま
す
。
肥
料
は
、
あ
ま
り
多
く

や
る
と
、
枝
が
多
く
な

っ
て
重
い
感
じ
に
な
る
よ
う
で
す
。
茎
が、

ミ
ズ
に
似
て
、
透
き
通

っ
て
き
れ
い
で
す
ね
。
花
は
、
葉
の
陰
に
、

赤
、
白
、
ピ
ン
ク
、
紫
な
ど
、
下
向
き
に
、
プ
ラ
ン
プ
ラ
ン
と、

二
、

三
十
コ
咲
き
ま
す
。
秋
に
、

実
が
熟
し
て
く
る
と
、
パ
チ
ン
と
音

を
た
て
る
よ
う
に
種
が
は
じ
け
て
飛
ぶ
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
又
、
翌

年
芽
を
出
し
て
、
夏
か
ら
秋
ま
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。

ホウセンカ

5 平成5年11月 1日
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平成 5年11月1日 

交通事故概況 
（平成 5年10月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川I京市管内 

発生 
6,231 
(+ 1 5 5) 

261 
(+ 3) 

死者 
1 19 
(+ 1) 

4 
(-4) 

傷者 7,603 
(+ 2 2 2) 

300 
(+ 1) 

( ）内は前年対比。 

交通安全は家庭から 

歩行者も交通ルールを守る義務 

農業などの人が出稼ぎに行き、厚生年

金保険に加入するときは、国民年金の

種別を変える届出が必要です。 

奥さんも、被扶養者に認定されると、 

第 3 号被保険者となり、国民年金の保険

米斗を納めなくてもよいことになります。 

又、出稼ぎを終えて帰ってきたときは、 

ご夫婦で、第 1 号被保険者となるため、 

r 届出が必要になります。 

大切な年金、忘れないで届けましよう。 

栄
地
区

で
防
災
訓
練
 

想
定
は
、
震
度
五
の
地
震
に
よ

る
 

火
災
発
生
ノ

・
 

十
月
十
一
日
、
栄
地
区
住
民
協
議

会
主
催
、
市
消
防
署
後
援
に
よ
る

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

「地
震
発
生
ノ
」
の
呼
び
か
け

に
は
じ
ま
り
、
路
上
の
自
動
車
火

災
、
み
ど
り
町
五
丁
目
の
県
営
住

宅
火
災
消
火
と
取
り
残
さ
れ
た
人

の
救
助
、
病
人
の
搬
送
な
ど
の
他
、
 

主
婦
を
対
象
に
、
消
火
器
の
取
り
 
 

年
以
来
、
今
年
は
第
二
十
回
目
と

な
り
、
め
で
た
く
結
婚
五
十
年
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
、
四
十
六

組
と
な
り
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
五
十
年
の
歳

月
は
永
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
お
互
い

が
協
力
し
合
っ
て
社
会
の
繁
栄
に

尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
 

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
幸
多
い

日
々
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

ー
●
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
 一
人
ひ

と
り
に
記
念
品
を
贈
り
、
顕
彰
し

ま
し
た
。
 

防
災
の
普
及
と
、
住
民
相
互
の

連
帯
感
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
 

十
月
十
五
日
、
市
中
央
公
民
館

で
、
平
成
五
年
度
市
合
同
金
婚
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九
 

扱
い
方
の
訓
練
や
応
急
手
当
の
講

習
な
ど
も
行
わ
れ
、
有
意
義
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
 

栄
地
区
で
防
災
訓
練

想
定
は
、
震
度
五
の
地
震
に
よ
る

火
災
発
生
/

防
災
の
普
及
と
、
住
民
相
互
の

連
帯
感
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

十
月
十

一
日
、
栄
地
区
住
民
協
議

会
主
催
、
市
消
防
署
後
援
に
よ
る

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
地
震
発
生
/
」
の
呼
び
か
け

に
は
じ
ま
り
、
路
上
の
自
動
車
火

災
、
み
ど
り
町
五
丁
目
の
県
営
住

宅
火
災
消
火
と
取
り
残
さ
れ
た
人

の
救
助
、
病
人
の
搬
送
な
ど
の
他、

主
婦
を
対
象
に
、
消
火
器
の
取
り

扱
い
方
の
訓
練
や
応
急
手
当
の
講

習
な
ど
も
行
わ
れ
、
有
意
義
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

いつまでもおえ気で-。圃~ 直司E望
平成5年度

市合同金婚式

十
月
十
五
日
、
市
中
央
公
民
館

で
、
平
成
五
年
度
市
合
同
金
婚
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九

農業などの人が出椋ぎに行き 、厚生年

金保険に加入するときは、国民年金の

種別を変える届出 が必要です。

奥さんも、被扶養者に認定されると、

第 3号被保険者となり 、国民年金の保険

料を納めなくてもよいことになります。

又、出様ぎを終えで帰ってきたときは、

ご夫婦で、第 l号被保険者となるため、

届出が必要にな ります。

大切な年金、忘れないで届けまし ょう。

年
以
来
、
今
年
は
第
二
十
四
日
と

な
り
、
め
で
た
く
結
婚
五
十
年
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
、
四
十
六

組
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
五
十
年
の
歳

月
は
永
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
お
互
い

が
協
力
し
合
っ
て
社
会
の
繁
栄
に

尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
幸
多
い

日
々
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

l
d
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
一
人
ひ

と
り
に
記
念
品
を
贈
り
、
顕
彰
し

ま
し
た
。

間

県 内 五所川原市管内

発生
6，2 3  1 261 
(+155) (+ 3) 

死者
1 1 9 4 

(+ 1) (- 4) 

傷者
7，603 300 
(+222) (+ 1) 

交通安全は家庭から

6 平成5年11月 1日
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出る出る「しりとりあそび」 

×
岩
木
川
河
川
ま
つ
り
と
 
イ
 

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
 

「知
ろ
う
、
ふ
れ
よ
う
、
母
な
る
川
の
豊
か
な
恵
み
」
を
テ
ー
マ
に
十
月
十
日
、
 

ノ
 
良
い

お
天
気に
恵
ま
れ
大
ぜ
い
の
市
民
で賑
わ
い
ま
した
。
 

良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
大
ぜ
い
の
市
民
で
賑
わ
いま
し
た
。
 

、
、
‘
 

体
育
の
日
に
開
催
さ
れ
た
、
 「岩
木
川
河
川
ま
つ
り
と
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
 
は
、
 

・
 

出発ノ高いぞ スカイワー力ー 

「釣れる、釣れる」ヤマメとニジマス 

ドッジボール 
若さでいこう 

日ごろの力、今こそ／ 

7 平成 5年11月 1日 

出る出る「しりとりあそび、」

普‘
岩
木
川
河
川
ま
つ
り
と

コ
ス
モ
‘ス
ま
つ
り

‘
「知
ろ
う
、
ふ
れ
よ
う
、
母
な
る
川
の
豊
か
な
恵
み
」
を
テ
i
マ
に
十
月
十
日
、

体
育
の
日
に
開
催
さ
れ
た
、

「岩
木
川
河
川
ま
つ
り
と
コ
ス
毛
ス

、ま
つ
り
レ
は、

z
良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
大
ぜ
い
の
市
民
で
賑
わ
い

、ま
し
た
o

s

A

出発/高いぞ、スカイワー力一

ドッジボー)J...

「釣れる、釣れる」ヤマメとニジマス

若さでいこう /

今こそ/日ごろの力、

平成5年11月 1日7 



高校生模凝議会 

  

 

ふるさとへ、若者達からメッセージ 

  

市民のタべin GOSHOGAWARA 1993 
私達のふるさと五所川原には、きびしい自然と闘

い、水や火と闘った苦難の歴史があります。その感

動的な歴史を綴った、スライド「ハルニレとともに」 

を上映します。ふるさとに思いを寄せ、みんなで一

緒に語り合う時を持ちたいと思います。 

日時 平成5年11月15日（月） 

開場 午後 6 時15分 

スケジュール「ハルニレとともに」上映 

午後 6 時30分～ 7 時10分 

わがふるさとを語ろう、他 午後 7 時10分～ 8 時20分 

「ふるさとへのメッセージ」 上映 

午後 8 時20分～ 8 時30分 

場所 ホテルサンルート 2F 入場 無料 

主催 （社）五所川原青年会議所 

市役所 35-2111 

「みん 
   

 

なの教室」作品展示発表会 中央公民館」 

   

5月からスタートした各教室の学習成果の作 

品展示発表会が次のとおり開かれます。ぜひ、来 

年度受講参加のために見学を。 

）日時 平成 5年11月19日 （金） 

午前10時～午後 3日寺 

ン場所 中央公民館 

）教室と講師名  

茶 道】1公坂 宗和． 生 け 花】渋谷 とく

料 理 山本 淳． 洋 裁】野呂三枝子一

着 付】鶴谷公美子, ちぎり絵：神 貴美子一

書 道 時田 智子． スポ’一、ソ】藤田 妙子一

藤 手 芸 藤森 せつ． 日本舞踊：藤間 綾彩

パッチ「フークキルト】三上 l入、子一 

英 語 二I甫 志伸 

この一年、ふるさとを学ぶ「ハルニレ塾」 「火ま

つり体験」、東京とふるさとを比較した「Tok i 0 
探検ツアー」等、研修を積んだ高校生達が、ふるさ

とへの思いと希望を胸に、今、新たなるメッセージ 

戸 を送ります。 

日時 平成5年11月15日（月） 午後 1時～ 4 時 

場所 五所川原市役所議会議場 

※傍聴席に限りがありますので、傍聴の方は、五所 

川原青年会議所事務局まで問い合わせをしてくださ 

い。 合35-4049 

楽しい本がいっぱいノ 
児童用図書が入りました 

市立図書館 

書 	 名 著 者 名 書 	 名 著 者 名 

力 ラ 一 ア ル バ ム 鳥 誠文堂新光社 大 	 雪 力 	リ 	ジ エ 

テ手
 
＼
話
 
の
 
本
 

あすなろ書房 マウルス と 三びき のャギ 1/ 

かみしばい アンパンマンシリ―ズ フレ一べル館 い 	く 	子 	の 	町 筒 井 頼 子 

かみしばい宮沢賢治童話名作集 童 ひ 	さ 	し 	の 	村 // 

かみしばい ゆかいな 6 人の王さまシリ―ズ 教 育 画 劇 砂 	の 	妖 	精 E. ネズビッド 

かみしばい なぞなぞだいすき ノI モ ヒ 力 ン 族 の  後 J. F．ク一パ― 

かみしばい 日 本 の お ば け 1/ か 	ぼ 	ち 	や 	ご 	よ 	み ダ
田
  

I
J
 

徹
 

暮 	ら 	し 	た 	ん 	け 	ん 福音館書店 いかさま海賊こんぐら航海記 一
 

 マ
 
ガ

・
 
レ

マ
 
ッ
一
 
ト

ヒ
 

一
 

 

歴 	史 	た 	ん 	け 	ん 'I 三びきのコブタのほんとうの話 レイン．スミス 

手 	づ 	く 	り 	絵 	本 評 	論 	社 マクスとモ一リスのいたずら ヴイノF今す今ュ 

11 ぴ き の ね こ シ リ ― ズ こ 	ぐ ま 社 バ ー バ ラ へ の 手 紙 レオ． メ一ター 

磁 石 が 果 実 を 甘 く す る 富士松中学校理科部 輪切図鑑ク 口スセクション 子l二三享ジー 

魔 女 	の 	宅 	急 便（2) か角
 
ノ
野
 
）
栄
 
コ

子
 

絵 本 ク マ の プ 一 さ ん E・H.エパ―ド 

か ぞ え う た の ほ ん スズキ・コージ ノ5、ゆ め が っ し よ う だ ん 「
冨
 
刈

成
 
忠
 
夫
 

ト ラ ッ プ ー 家 物 語 田 中 文 子 S、ゆ の せ い ざ オ リ オ ン ャ八
 
”

板
 
康
 
麿
 

三 	っ 	目 	が 	と 	お 	る 矢 吹 純 子 え 	ぞ 	ま 	っ 吉 田 勝 彦 

い じめられっ こ い じめっこ 鈴 木 喜代春 わかったさんのショ一トケ―キ 寺 村 輝 夫 

紙芝居を貸し出しいたします。ご利用ください。 （但し大人の方） 

平成 5年11月1日 8 

「みんなの教室J作品展示発表会

引

一館
一

子

一民
一

3

一公
一

折

一央
一

役

一中
一

市

「
L

5月からスター卜した各教室の学習成果の作

品展示発表会が次のとおり IJgかれます。ぜひ、来

年度受講参加のために見学を。

茶 道 ・ 松坂 宗剥 . 生け花 渋谷とく

料 理 IJI木 淳.洋 裁 野呂三 枝チ

着 付 ・鶴谷公美子.ちぎり絵 神貴美子

じ〉 日時 平成 5年 11月19円(金) 書 道 ・ 時間 智子 . スポーツ 藤田妙チ

午前10時~午後 3時 臆手芸 藤森せつ.日本舞踊 藤間綾彩

b場所 中央公民館 パ ッチワークキルト :三上久子

b教室と講師名 英語 三n1i 志イ11]

l高校生模凝議会 |ふるさとヘ、若者達からメッセージ
この一年、ふるさとを学ぶ「ハノレニレ塾J r火ま

つり体験」、東京とふるさ とを比較した rT0 k i 0 

探検ツアー」等、研修を積んだ高校生達が、ふるさ

とへの思いと希望を胸に、今、新たなるメッセージ

を送ります。

日時 平成5年11月15日(月) 午後 l時-4時

場所 五所川原市役所議会議場

※傍聴席に限りがありますので、傍聴の方は、五所

川原青年会議所事務局まで問い合わせをしてくださ

い。 335-4049

|市民のタベ inGOSHOGAWARA 1993 I 
私達のふるさと五所川原には、きびしい自然と闘

い、水や火と闘った苦難の歴史があります。その感

動的な歴史を綴った、スライドイハノレニレとともに」

を上映します。ふるさとに思いを寄せ、みんなで一

緒に語り合う時を持ちたいと思います。

日時 平成5年11月15日(月)

開場 午後 6時15分

スケジュール 「ハノレニレとともにJ 上映

午後 6時30分-7時10分

わがふるさとを語ろう 、他 午後 7時10分-8時20分

「ふるさとへのメッセージJ 上映

午後 8時20分-8時30分

場所 ホテノレサンノレート 2F 入場 無料

主催 (社)五所川原青年会議所

楽 しい本がいっぱい/
児童用図書が入りました

一館
一

一室田
一

一図

一

一立
一

一市

一
重目量 名 著者名 書 名 著者名

カ フ ア ル バ ム鳥 誠文堂新光社 大 雪 力 、、:;
エ

テ コト，<
あすなろ書房 マウルスと三びきのヤギ 11 手 言舌 の 本

かみしばい アンパンマン シリーズ フレー ベル館 い く 子 の 町 筒井頼子

かみしばい 宮沢賢治童話名作集 童 Jし、 社 ひ さ し の 村 11 

かみしばい ゆかいな6人の王さまシリーズ 教 育 画 劇 砂 の t夫 車青 E.ネズビッド

かみし1まいなぞなぞだいすき 11 モ ヒ カ ン族の最後 J. F.ク-/¥ー

かみしばい日 本のおばけ か 1ぎ ち や
ー や

よ み
カワラダ

11 」 川原田 徽

暮 り し た ん lす ん 福音館 書 庖 いかさま海賊こん ぐら航海記
て7 ガレット

マーヒー

歴 史 た ん |す ん 11 三びきのコブタのほんとうの話 レイ ン.スミス

手 づ く 事会 本 言平 壬~~岡， キ士 マクスとモーリスのいたずら ヴィルヘルム
ブッシュ

11び き の ね こ シ リーズ ぐ ま社 パ ー パ フ への手紙 レオ.メーター」

磁石が果実を 甘 くする 富士松中学校理科部 輪切図鑑ク ロ スセク シ ヨン スTピーイーステヴンィー

魔 女 の { 司王 壬'"当，、 便 (2)
カド ノ エィ コ

絵本クマの プ ーさん E. H、ノE 

角野栄子 ェバー ド

かぞえ つ た の ほん スズキ・コージ ふゆめが っ しょうだん
トミ ナリ

冨成忠夫

ト フ プ 一 家物語 田 中文子 ふ ゅ のせいざオリオン
ヤ イタ

ツ 八板 康 麿

つ 目 が と お る 矢吹純子 え ぞ ま つ 吉田勝彦

いじめられっこいじめっこ 鈴木喜代春 わか ったさんの ショー卜ケー キ 寺村輝夫

紙芝居を貸 し出しい た します。 ご利用 くださ い。 (但 し大 人 の 方 〉

平成5年11月 1日 8 



12月1日 
住宅需要実態調査に 

ご協力ください。 
調査員が、11月24日から調査をお願レ、 

するお宅に伺います。 

ご協力をお願いします。 

青森県土木部建築住宅課 

平成6年度（4月入所ン 

保育所入所申請受付 

i 受付期間 平成 5年11月18日（木）から 

12月10日（金）まて了 

レ受付場所 市福祉事務所 各保育園（所） 

※ 保育園（所）によっては、乳児（0歳児）、 

障害児（軽度、中度） も入所できます。 

※ 現在、数力所の保育園（所）で定員に余裕が 

ありますので、今年度中からでも入所できま 

す。問い合わせ 市福ネ止事務所（内線243) 

働く婦人の家 講座 

①思春期の食事を考える 
～大人の体になる大切なこの時期 

食生活が乱れていませんか～ 

五所川原保健所健康増進課主幹 

講師 白 崎 税 先生 

日時 11月19日（金）午後 6時30分 

②食品添加物について 
～ご存じですか？ 

食品添加物の正しい使い方を～ 

五所川原保健所環境衛生課長 

（午前）講師 沼 宮 内 春雄 先生 

五所川原保健所環境衛生技師 

（午後）講師 増 田 大 介 先生 

日時 11月25日（村午前10時～ 
午後 6時30分～ 

なさん 

にご協力ください。  

⑨犯罪について知っていることは積極 

的に通報を！ 

どんなささいなことでも結構です。 

是非、警察に通報してください。 

⑥聞き込み捜査にご協力を！ 

あなたの一言が難事併ニを解決する 

カギとなります。 

⑨被害に遭ったときは必ず届出を！ 

警察があなたを！守ってく才します。 

@）「事ィ牛かな？」 と思ったら迷わず 

1 l0番！ 

通報が早ければ早いほど、被害者 

を無事救出することができます。 

⑨指名手配犯人検挙にご協力を！ 

イ以てーいるな、と思ったらすぐ連絡を。 

9 平成 5年11月1日 

21世紀 むらづくり 
パネルディスカッション 

とき 月勾戎 5年11月 8 日（月） 午後 1時～ 

ところ 五所川原市中央公民館 大ホール 

テーマ 「食生活・食文化の変化と農業」 

～消費者の多層化に対応した農業の展開方向～ 

講師 浅草おかみさん会会長 冨永 照子氏 

みやぎ自然食生活研究会 加藤 松子氏

七和農協理事（農業経営士） 小笠原勝幸氏；

青森県農産物流通加工対策室長 Jリ木寸 光幸氏二

東 奥 日 報社論説委 員 菅； 勝彦氏 

入場は無料です。 

問い合わせ 農業委員会（内線230) 

「能力開発セミナー（11月分）一 

にポリテクカレッジ青森 

瓶
  

コース名 主な内容 対
象
 

定
］
旦
 

日
数
 

開講日時 

1
  

無接点リレ 
ーシーケン
ス制御の基
礎 

概要、論理
回路の動作、 
応用回路 

初
 
級
  

5
 
名
  

Q
v
 ［
口
  

11月 9日因 
-'--11月11日困 

9 : 00 
-16 : 00 

n乙
 

曲線群、包 
路線、歯車 
曲線の解析 

中
 
級
  

5
 
名
  

n
J
 
日
  

1
1
 
1
5

月
9
1
6
 

 

月
1
1
1
 、
 

 

日
1
7…

 
・
 

甑
0
00
0
 

 

任意歯形歯
車の製作n 

八
J
  

CAM I 

CAD図面
からCNデ 
ータ出力手
順 

中
 
級
  

10 に
）
 
日
  

11月15日田） 
-.-1 1月19日岡 

18 : 00 
-21】 00 

月
a
'
 

 

光
技
 
通
術
 
信

n
  

石英光フア 
イバ伝送の 
画像光通信 

上
 
級
  

3
 
名
 

に
u
 
日
  

11月15日円） 
-.-11月19日圏 

18 : 00 
-21: 00 

受講資格 学歴、年齢、性別は問いません。 

受 講 半斗 各コースとも、 2,000円。 

申し込み・問い合わせ 

（青森職業能力開発短期大学校） 

開発援助課 雪 (0173) 37一3201 

「一一平成6年度 (4月入所)一一「

」保育所入所申請受付」

b受付期間 平成 5年 11月18円(木)から

12月 10日(金)まで

じ〉受付場所 市福祉事務 所各保育園(所)

※ 保育園(所)によっては、乳児 (0歳児)、

障害児(軽度、 rl-'度)も入所できます。

※ 現在、数カ所の保育園(所)で定員に余裕が

ありますので、今年度中からでも入所できま

す。 問い合わせ 市福祉事務所(内線 243)

|働く婦人の家講座

①思春期の食事を考える
~大人の体になる大切なこの時期

食生活が乱れていませんか~

五所川原保健所健康増進課主幹

講師 白崎 税先生

日時 11月 19日(剣午後 6時30分

② 食品添加物について
~ご存じですか?

食品添加物の正しい使い方を~

五所川原保健所環境衛生課長

(午前)講師 沼宮内春雄先生

五所川原保健所環境衛生技師

(午後)講師 増田大介先生

日時 11月25日(木)午前10時~
午後 6時30分~

大」一
が
ん
一

/
¥
一

一力一
ん
協
一

さ
ア
」
一

な
にω鯖

成
劉

↓町
日
】

。 犯 罪について知っていることは積極

的に通報を!

と、んなささいなことでも結構 です。

是非、警察に通報してください。

。 聞き込み捜査にご協力を!

あなたの一言が 難事件を解決する

カギとなります。

。被害に遭ったときは必ず届出を!

警察があなたを守ってくれます。

@ C事件かな ?J と思ったら迷わず

1 1 0番!

通報が早ければ早いほど、被害者

を無事救出することができます。

。 指名手配犯人検挙にご協力を!

似ているな、と思ったらすぐ連絡を。

9 平成5年11月 1Fl 

21世紀むらづくり
パネルデ、イスカッション

とき 平成 5勾三日月 8F1 (月) 午後 1n寺~

ところ 五所川原市中央公民館 大ホーノレ

テーマ 「食生活・食文化の変化と農業」

~消費者の多層化に対応した農業の展開方向~

講師 浅草おかみさん会会長富永照子氏

みやぎ自然食生活研究会加藤松子氏

七和農協理事(民業経営土) 小笠原勝幸氏

占森県農産物流通加 E対策室長 川 村 光 幸氏

束奥日報社論説委員菅 勝彦氏

入場は無料です。

問い合わせ 農業委員会(内線 23 0) 

「能力開発セミナー (11足分h
」ポリテワ力レヲラ青森」

.Mi コス名 主な内幸F 対 定日
象 員数

開講日 u寺

無接点リレ 概要、論理
11月 9日凶

1 ーシーケン
初 513 

スIljll倒的基
回路の動作

~11月 11 日同

礎
応用回路 級 ::t日

9 : 00 
~16 : 00 

2 任意歯形歯
曲線群、包 中 5 3 

11月15日例)

車の製作日
路線、歯車

~11月 17 日附

曲線の解析 級 ::t 日
9 : 00 

~16 : 00 

CAD図面
中 10 5 

11月15日(月)

3 CAMI 
から CNデ、
ータ出プJ手

~11月 19 日幽

)1頃 級 4円 日
18: 00 

~21 : 00 

光 通 信 Z画イJ像英パ伝光光送通フ信のァ 七 3 
5 

11月15nι1)

技 術 H
~11月 19 日制

級~ 日
18: 00 

~21 : 00 

受 講 資 格 学歴、年齢、性別は聞いません。

受講料 各コースとも、 2，0 00円。

申し込み・問い合わせ

(青森職業能力開発短期 大学校)

開発援助謀 宮 (0173) 37-3201 

12月1日
住宅需要実態調査に

ご協力ください口
調査員が、 11月24日から調査をお願い

するお宅に伺います。

ご‘協力をお願いします。

青森県土木部建築住宅課



11月の保健センタ-1 旧談日 
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、 ゆっ

たりした気分で相談が受けられます。どうぞご

利用ください。 

種 開 	設 	日 内 	容 

母と子の相談日 

第1、第 3（金） 
11月 5 日、 19日 
10: O0-12 : 00 
13: OO--15 : 00 
（第 3 の午後は
予約相談です） 

発
の

ん
談

幼

、
お
ご
 
 

、
談

、
み

の
児
さ
相

児
育
母
と

乳
達

相
の
な

児
相
談

悩
ど
 

成人の相談日 

第 2、第4（金） 
11月12日、 26日 
10 : 00-12 】 00 
13 : 00-15 : 00 
（第 4の午後は
予約相談です） 

秋
吠
 、
な
 

の相
心
 
相
談

配
  

、
、
心一」
 
 

食
身
と
 

圧
の
ご

ど
 

血
事

で
な
 

※予約相談は随時、電話で受け付一けています。 

問い合わせ・連絡先 保健環境課 内線 2(8 

一日技能教室を開きます 
日 時 平成5年11月19日（金） 

午前 9時から正午まで 

場 所 西津軽郡木造町字桜木17-2 

青森県立木造高等技術専門校 

製作内容 （ィ）自動車整備科コース】仕業点検、タイヤ 
及び定員 	入替え 15名 

（ロ）配管科コース】水道蛇口パッキン取替え 

及びビニール管冷管接合 15名 

（ハ）溶接科コース】特殊溶接の実習 15名 

（ニ）建築科コース】工具箱の製作 15名 

受講料 無 料 

締め切り日 平成 5年11月15日（月） 

※問い合わせ・申し込み 

青森県立木造高等技術専門校 公0173-42-5050 高橋 

平成 6年度母子・寡婦福祉資金 

（修学資金等）予約貸付けの受付 

）対象者 経済的に困難な事情にある母子・寡

婦家庭で、児童が高等学校・短期大学・大学 

・高等専門学校及び専修学校等に進学もしく 

は入学を希望する方。 

）提出書類 

①貸イ寸申請書 

（福ネ止事務所福祉：課にあります。） 

②添イ寸書類 

（貸ィ寸申請者の戸籍謄本 

（配偶者のない女子で現に児童を扶養して一

いることを証明する書類（用紙は福ネ止事： 

務所にあります。） 

（進学証明 在学している学校からの進学

証明書（用紙は福ネ止事務所にあります。） 

（支度資金所要額内訳書（用紙は福ネ止事務

所にあります。） 

レ提出期限 11月 1日～12月 6 日まで。 

ン貸付けの仮決定 平成6年2月末日までに仮

決定し、本人に通知する予定。 

）貸付けの本決定と資金の交付 

(D修学資金・修業資金 

仮決定された人の児童が高等学校等に入学

し、在学証明書の提出がなされた方に対し、 

6年4月中に本決定し同月末日までに資金交

付の予定。 

②就学支度資金 

仮決定された人で、高等学校等の選考試験

に合格し、その合格通知書等により入学が確

実になった方について、 6年3月中に本決定

し同年4月末日までに資金交付×7)予定。 

※詳しいことや書類の提出は、市福ネ止事務所福

祉課（電話 35-2111番 内線 286番）へお

願いします。 

く秋の青少年健全育成全国強調月間） 
●運動期間 平成5年1 1月1日、1 1月3〇日 

青少年の健全育成のため、有害ビデオ・雑誌の自動販売機を無くしましよう。 

※重 点 目 標 
@）青少海三の社会参加活動の推進 

（②健全な家庭生活の普及促進 
③）職場における青少年育万贈舌動の仇二j焦 

五所川原市青少年問題協言義会 五所川原市少年相談センター運営協議会 
五所川原市少年指導委員協議会 五所川原地区青少年健全育成推進員協議会 
五所川原市学校警察連絡協議会 五 所 Jll 原 市 

平成 5年11月1日 10 

|11月の保健センター相談日 |
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、ゆっ

たりした気分で相談が受けられます。どうぞご

利用ください。

種 J.lIJ 開 設 円 内 ?8 

第1、第3(金) 乳児、幼児の発

11月5日、 19日 達相談、育児の

母と子の相談日
10 : 00~12 : 00 相談、お母さん

13 : 00~15 : 00 の悩みごと相談

(第3の午後は など
予約相談です)

第2、第4(金) 血圧の相談、食

11月12日、 26日 事の相談、心身

成人の相談日
10 : 00~12 : 00 でご心配なこと
13 : 00~15 : 00 など
(第4の午後は

予約相談です)

※予約相談は随時、電話で受け付けています。

問い合わせ・連絡先 保健環境課内線 268

日

場

)日技能教室を開きます
平成5年 11月19日(金)時

R斤

午前 9時から正午まで

西津軽郡木造町字桜木17-2

青森県立木造高等技術専門校

製作内容 (イ)自動車整備科コース 仕業点検、タイヤ

及び定員
入替え 15名

(ロ)配管:科コース 水道蛇口パッキン取替え

及びヒoニー/レ管冷管接合 15名

(ハ)溶接科コース 特殊溶接の実習 15名

(ニ)建築科コース 工具箱の製作 15名

受講料 無料

締め切り日 平成 5年 11月 15日(月)

※ 問い合わせ・申し込み

青森県立木造高等技術専門校 80173-42-5050 高橋

平成6年度母子・寡婦福祉資金

(修学資金等)予約貸付けの受付

b対象者経済的に困難な事情にある母子 ・非

婦家庭で、児童が高等学校・短期大学・大学

.高等専門学校及び専修学校等に進学もしく

は入学を希望する方。

じ〉提出書 類

① 貸付申詩書

(福祉事務所福祉課にあります。)

② 添付書類

(ア)貸付申請者の戸籍謄本

(イ)配偶者のない女子で現に児童を扶養して

いることを証明する書類(用紙は福祉事

務所にあります。)

(ウ)進学証明 在学している学校からの進学

証明書(用紙は福祉事務所にあります。)

(エ)支度資金所要額内訳書(用紙は福祉事務

所にあります。)

じ〉提出期限 11月 1 日 ~12月 6 日まで。

じ〉貸付けの仮決定 平成 6年 2月末日までに仮

決定し、本人に通知する予定。

b貸付けの本決定と資金の交付

①修学資金 ・修業資金

仮決定された人の児童が高等学校等に入学

し、在学証明書の提出がなされた方に対し、

6年 4月中に本決定し同月 末日までに資金交

付の予定。

② 就学支度資金

仮決定された人で、高等学校等の選考試験

に合格し、その合格通知書等により入学が確

実になった方について、 6年 3月中に本決定

し同年4月末日までに資金交付の予 定。

※詳しいことや書類の提出は、市福祉事務所福

祉課(電話 35-2111番内線 286番)へお

願いします。

(秋の青少年健全育成全国強調月間〉
・運動期間平成5年 11月 1日'"'-'1 1月 30日

青少年の健全育成のため、有害ビデオ・雑誌の自動販売機を無くしましょう。

※重点目標

①青少年の社会参加活動 の推進

②健全な家庭生活の普及促進

③職場における青少年育成活動の促進

五所 川 原 市 青少年問題協議会

五所川 原市少年指導委員協議会

五所川 原市学校警察連絡協議会

五所川 原市少年相談センター運営協議会
五 所 川原 地 区青少年健全育成推 進員協議会

五 所川原市

平成5年11月1日 10 



ン内容 血圧相談、病気の相談、心の相談 

健康についてのお話し 

ン料金 無料 

レ持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます。 

**ま需曲曲曲曲*曲*需需曲曲*需需需*****需*曲* 

富 身も心もさっぱり 	 喜 

曹健康相談室へどうぞ曹 
**曲密需曲曲雷需需需雷**需需需需需需需需需**曲** 

献血 

期 日 時 	間 場 	所 

11月 9 日 

（火） 

午前lou寺から

正 午 まて三 

末広町一 

五所川原保健所前 

午後 1時から

午後 4時まで 
白生会胃腸病院前 

のびのび赤ちゃん・満1 歳 

沢田織恵ちゃん（小曲・枝橋） 

開催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 開催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 

戸沢公民館 
11月10日 

（水） 

10 : 00 
5 

12 : 00 

「あなたの大切な人がが
んと言われたら？」 

(10 : 30'-ll : 00) 
元町集会所 

11月16日 

（火） 

10 : 00 
、 

12 : 00 

カナメ 

肝じん要のはな し 
(10 : 30-41 】 00) 

水野尾集会所 
11月11日 

（木） 

・
 

・
 
、
一
 ・
 
・
 

 

1
 
●
ー
 

1
 
3
 
3
 
0
 
0
 

0
  

尿がおしえるあなたの健
康状態～糖尿病の話～ 

(11 】 30-42 : 00) 
新宮集会所 

11月17日 

（水） 

13: 00 
、 

14 : 00 

カナメ 

肝じん要のはな し 
(13 : 30-14 : 00) 

コミュニテイ

センター栄 

11月11日 

（木） 
00
00 0 4 

毘沙門‘長富 
コミュニテイ 
セ ン タ ー 

11月17日 

（水） 

10: 30 
5 

12 : 00 

「あなたの大切な人がが
んと言われたら？」 

(11 : oo-ii 】 30) 

野里公民館 
11月12日 

（金） 

13 : 30 
5 

15 : 00 

「あなたの大切な人がが
んと言われたら？」 

(14 : 0O--14 : 30) 
金山昭和館 

11月18日 

（木） 

12 : 30 
、 

14 : 00 

尿がおしえるあなたの健
康状態～糖尿病の話～ 

(12 : 30-'13 : 00) 

若山公民館 
11月15日 

（月） 

13 : 00 
5 

14 : 00 

「あなたの大切な人がが
んと言われたら？」 

(13 : 45-44 : 00) 
豊成公民館 

11月22日 

（月） 

13 : 00 
5 

14 : 00 

「あなたの大切な人がが
んと言われたら？」 

(13 : 45-14 : 00) 

11 平成 5年11月 1 日 

c一 ぐーー 

r ”  亡~ 籍肖 

市役所i35ーユ111 / 

〔みんなの健康教室り 

レ日 時 11月26日 （金） 

午後 1日寺 

レ場 所 市保健センター 

ン講 師 田 辺 靖 彦 先生 

（田辺胃腸科外科医院長） 

）テーマ ストレスと胃腸病変 

レ主 催 北五医師会 

市保健協議会 

）テーマ

レ主 催 

母・文子さん 11カ月の終わり頃から歩き

はじめました。きょうだいが多いので、みんな

で仲よく遊んでいます。何より健康が第一です

ね。 

F子くにぽい 	 I 
それが地球をよごす種 

南小学枯 4 住 こ翼 m 采 4血と 

nn月 霜月

|献血 |

期 日 日寺 間 場f 庁T

午前10時から 末広町

11月 9日 正 4二 まで 五所川原保健所前

(グく) 午後 1時 から
白生会胃腸病院前

午後 4時まで

(みんなの健康教室)

仁〉場

b講

時

目斤

自市

じ〉テーマ

仁〉主催

11月 26日(金)

午後 1時

市保健センター

田辺靖彦先生

(田辺胃腸科外科医院長)

ストレスと胃腸病変

北五医師会

市保健協議会

******世~**米安***曜を***********米安

護 身も心もさっぱり 喜

j健康相談室へどうぞ 3
*****女****合会合**************会

開催場所 開{提月日 開催時間 おはなしのテーマと時間

10 : 00 「あと言なたの大た切らなつ人がが11月10日
戸沢公民館

(水)
ん われ J 

12: 00 (10 : 30~ 11 : 00) 

11 : 30 
尿康が態お~し糖3え0尿~る病あなのたの健11月11日

水野尾集会所
(木) 状(11: 30~12: 0話0)~ 13: 00 

コミュニティ 11月11日 10: 00 

センタ一栄 (木) 14 : 00 

11月12日 13: 30 「あなたの大た切らなつ人がが
野里公民館

(金)
んと言われ .3 J 

15: 00 (14 : OO~ 14 : 30) 

11月15日 13・00 「あなたの大切らなつ人がが
若山公民 館

(月) んと(言われた ，O J 
14 : 00 13 : 45~14 : 00) 

11 平成5年11月 1日

のびのび赤ちゃん・満1歳

沢田織恵ちゃん(小曲 ・枝橋)

母・文子さん 11ヵ月の終わり頃から歩き

は じ め ま し た。 きょうだいが多いので、みんな

で仲 よく遊んでいます。何より健康が第ー です

オ;).0

すぐにぼい

それが地球をよごす種

南小学校4年 j事 回 香 織

じ>内容 血圧相談、病気の相談、心の相談

健康についてのお話し

b料金 無料

b持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

保健婦が相談に応じます。

開 催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間

10: 00 
カナメ

11月16日 肝じん要のはなし
元町集会所

(火) (10 : 30~ 11 : 00) 12 : 00 

13: 00 
カナメ

11月17日 肝じん要のはなし
新宮集会所

(//<) (13 : 30~14 : 00) 14: 00 

毘沙門 ・長富 11月17日 10: 30 「あなたの大た切らなつ人がが
コミュニティ

(水)
んと言われ J 

センター 12 : 00 11 ・ 00~11 : 30) 

11月18日 12: 30 尿康がおし糖える病あなたの健
金山昭和館

(木)
状 態 ~ 尿 の 話 ~

14 : 00 12 : 30~13 : 00) 

11月22日 13: 00 「あなたの大た切らなつ人がが
監成公民館

(月)
んと言われ J 

14 : 00 (13 : 45~ 14 : 00) 
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